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今日のインターネットをひと口で表現する言葉は「ホームペー

ジ」だろう。実際にインターネットの回線上で統計を取ると、回

線を流れる情報の大半はWWW（ワールドワイドウェブ）に関連し

ていることがわかる。

【ハイパーテキストは昔からあった】

そのWWWの基本技術はハイパーテキストというものである。ホ

ームページにつきもののURLはhttp://www.impress.co.jp/とい

うような形をしているが、その最初の「ht」がハイパーテキストを

意味している。ちなみに、後半の「tp」はトランスポートプロトコ

ルの意である。

さて、ハイパーというのは「超」という意味だが、どこが超なの

か。普通の文書（テキスト）に比べて何が違うのかというと、実は

ポインターというものがあることなのだ。ポインターというのは「指

し示すもの」という意味で、学校の先生が黒板を指すときに使う

棒のことでもある。

普通の文書は、横書きならば左から右に、そして行は上から下

に順番に読むのが原則である。そこへポインターが導入されると、

文書の途中でヒョイと別の箇所に飛ぶことができる。ポインター

はそのような飛び先を表現することができる。

そんなことができて何がうれしいのかと言えば、文書を順々に読

む必要がなくなるからだ。関連のある箇所にポインターが配置さ

れていれば、そのリンクをたどるような読み方が可能になるわけだ。

そんなことは当たり前ではないかと言われそうだが、このような

ハイパーテキストという技術がキチンと認識されたのは、それほど

昔のことではない。電子化されたテキストをコンピュータで操作す

るのが前提になるので、紙の上に印刷した本では、ちょっと飛び

にくい。しかし、ハイパーテキストというものはWWWに比べれば

はるかに前から存在した技術である。

【ポインターの先は世界だぞ】

WWWは確かに偉い。WWWのポインター、あるいは接続する

という意味ではリンクと言っても同じことになるが、その指し示す

先は1冊の本の範囲を超えている。

そこがインターネットの優れた点なのだが、あっちのポインター

がフランスのサーバーの情報を指しているかと思えば、このポイン

ターは中国のサーバーを指すといった具合。これは、まさにクモの

巣（ウェブ）のようなものだ。というわけでWWWは便利に使われ

ている。

ただし冷静に分析をすれば、WWWにおけるハイパーテキスト、

あるいはポインターという技術は、コンピュータの世界では昔から

知られていたものである。つまり画期的な大発明というよりは、既

存の技術をうまく組み合わせてインターネットの利用法を大幅に

変革するような影響をもたらしたわけだ。筆者がそこに注目する

のは、インターネットの今後を考えるヒントがあるような気がする

からである。

【ホームページは、ほんの第一歩】

ひと口で言えば、これまでネットワークとは無縁の世界で確立

していた技術をインターネットに持ち込むことによって変革を起こ

すことができるかもしれないのだ。逆に言えばインターネットは、

従来の社会、あるいは世界と比べられるような存在になっている。

その「新技術」が何であるか、筆者にも具体的には指摘できな

いのであるが、これはむしろ読者諸兄の新鮮な発想に期待すべき

だろう。

日本はインターネットでは後追いをしていると言う人々もいる。

しかし、WWWの先駆となったgopherに類似したシステムが梅

村恭司氏（豊橋技科大）によって作成され、梅村氏の当時の勤務

先であるNTT研究所で実用に供されていたという事実や、Java

に比肩すべきCのリモート（遠隔）インタープリターが佐藤豊氏（電

総研）によって試作されていたという史実を知ると、日本人のア

イデアもまんざらではない。

インターネットはWWWで終わるものではない。これは一連の

変革の第一歩にすぎない。その先の世界をひらくのは「あなた」で

ある。もっとアイデアを出し合い、実験をすることが必要だと思

う。
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